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転がり支承を用いた免震模型
■転がり支承による免震機構

■振動台実証実験 （1995年阪神淡路大震災ポートアイランド波）
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ボールベアリング
（転がり支承）

鋼アングルL-25×25×3 (免震架台)

引きばね k0=20N/m
(ダンパー)

開閉式アクリル天板 t=8 (免震基礎)

■免震模型の制作

①免震架台の設置 ②転がり支承の据付け ③引きばねの取付け ④建屋模型の設置
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ー：基礎固定 ー：免震模型
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